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Abstract
 

Bridge management system is important to maintain bridges for long time with keeping the
 

performance.It is required for the management to inspect the degree of deterioration and the
 

soundness diagnosis.If a bridge has structural deterioration,the vibration must be changed,
because the bridge vibration is one of the reflections of structural characteristics.Therefore,
the experiment on the bridge vibration was tested on the servicing bridges.This paper reports

 
the outline and the results of vibration experiments.
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1. は じ め に

戦後の経済成長期に大量に建設された土木構

造物は，約30年以上が経過し，更新期間を迎え，

その更新費用は近い将来確実に増加・集中して

いくことが予想される。しかし，国や地方自治

体は財政的に苦しい状況にあり，もし構造物の

維持管理を実施しなければ構造物は荒廃してい

く。その結果，国土の安全が損なわれ，市民生

活の安全が脅かされる。そのため，新規整備投

資や管理・運営投資の実現により，国民の生活

への必要なサービスを提供するためのマネジメ

ントが求められている。そこで，維持・更新費

用を検討し，如何に少ない財産で有効な維持管

理を行うことが出来るかが大きな課題となり，

この課題を解決する方法のひとつとして「ア

セットマネジメント」がある。

青森県 では，2004年から今後更新が見込ま

れる橋梁の維持管理を計画的，効率的に管理す

ることで長寿命化を図るアセットマネジメント

の導入が進められている。橋梁アセットマネジ

メントは，橋梁の経過年数や現状診断などから

劣化を長期的に予測し，長寿命化のための補

修・補強などの対策工法を判定し，優先度の高

いものから実施することにより，維持管理，更

新に要する費用削減を目的としている。国民の

安全・安心な生活確保のためにも，各機関の連

携・協力によるアセットマネジメントは必要不

可欠である。このようなアセットマネジメント

を適正に実施していくためには，構造物の劣化

状況を的確に調査することが必要である。

そこで，本研究では，このような構造物の健

全度を簡易的・効率的に調査する方法として，構

造物の振動が構造物の総合的な健全度に関わり
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があると考え，振動実験を実施したのである。す

でに，構造物の劣化状況を調査する方法として，

ハンマーによる発生音や振動による劣化調査

や，非破壊検査における弾性係数の測定などが，

現在用いられていることから，青森県南部地域

の主要な道路橋を対象に実橋振動実験を行い，

振動特性から橋梁の健全度を評価できるか検討

した。

2. 実橋振動実験

2.1 計測方法

計測は，交通量の多い橋梁では通常の交通状

態から大型トラックの通過時に計測を行い，交

通量の少ない橋梁では写真1の実験車両を用い

た走行振動実験を行った。実験車両により発生

する振動を橋面および桁に設置した加速度計で

約41秒間測定した。解析条件は，加速度計のサ

ンプリング間隔を0.01秒，データ数を4,096個

で解析を行った。計測風景を写真2に示す。

2.2 対象橋梁

今回対象とした橋梁は，八戸県土整備事務所，

十和田県土整備事務所，むつ県土整備事務所及

び八戸市管理の鋼橋80橋，PC橋20橋で実施

した。対象橋梁の詳細を表1に示す。

2.3 結果

最大加速度は，原波形から実験車両通過時間

付近の最も振幅の大きい加速度を最大加速度と

した。固有振動数は，5回計測の中から有効デー

タ3つを選定し，その平均を固有振動数とした。

スペクトル図から卓越している部分が多く見ら

れる。これについては，統一性を持たせるため

に卓越している最も小さな値を第一次固有振動

数とした。原波形，スペクトル解析の例を図1，

図2に示す。

支間長―固有振動数，橋齢―固有振動数をそ

れぞれ図3，図4に示す。

図3から支間長と固有振動数は大きく相関が

あり，支間長が長くなると固有振動数が低下し

ていることが分かる。この図に近似関数を指数

関数として挿入すると，近似値から固有振動数

と支間長は反比例していることが示されてい

る。図4から橋齢が増加すると，固有振動数は

鋼橋・PC橋ともに高い値を示していることが

わかる。データに大きなばらつきが見られる。こ

れは，支間長が短いもしくは部材の劣化が原因

と考えられる。しかし，固有振動数は支間長と

相関があるため，支間長を考慮して評価する必

要がある。

3. 結 論

本研究は，橋梁アセットマネジメントを適正

に実施するための橋梁の健全度評価を，振動計

測から簡易的・効率的に行う可能性を検討した

八戸工業大学紀要 第26巻

―184―

写真2 計測風景

写真1 交通量の少ない橋梁で用いた実験車両
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表1 対象橋梁一覧



ものであって，実車による走行振動実験を行い，

特に固有振動数に着目し調査したものである。

(1) 振動計測から，鋼橋・PC橋ともに固有

振動数は支間長が長くなると低下する

関係にあり，ほぼ反比例の関係にある。

(2) また橋齢が増加すると，固有振動数は高

―186―

八戸工業大学紀要 第26巻

表1 続き

図1 原波形（あすなろ橋） 図2 スペクトル（あすなろ橋）



い値を示しているが，支間長を考慮した

評価が必要である。

今回の実験ではデータ数を増やし，結果に妥

当性を見出すことが出来た。今後の課題として，

構造形式などを考慮する必要があることから，

引き続き実験を行い，多くの振動データを採取

する必要がある。
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図3 支間長－固有振動数

図4 橋齢－固有振動数


